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Korean Developmental Screening  
Test for Infants & Children 

韓国乳幼児発達スクリーニング検査 
この発達スクリーニング検査道具は、乳幼児健康診断事業の一環として、保健福祉部と

疾病管理本部の後援の下、大韓小児科学会、大韓小児精神健康医学会、大韓小児リハ

ビリテーション発達医学会、心理学などの関連分野の専門家が集まり、韓国の乳幼児の

特性に合わせて開発されたものです。 

 

 

 

 
 

この検査紙の所有と版権は、保健福祉部と疾病管理本部にあるため、承認なくして無断で変更・使用・販売することはできません。但し、診療現場や乳幼児の

保育施設で所定の教育を修得した乳幼児健診医、小児科専門医、リハビリテーション科専門医、精神科専門医、発達障害関連の専門家(臨床心理学の専門

家、発達心理学の専門家など)が乳幼児の発達スクリーニング検査のために使用することは許容されます。 

改正版 

 



○● K-DST 14～15ヶ月用 ●○ 
 

 

✣ 下記の事項を記載してください。空欄を記入して、該当事項を  チェックしてください。 
 

乳幼児氏名  (男・女) 保護者 □ 母   □  父   □ 祖母   □ 祖父   □ その他(  ) 

生年月日  年 月  日 (早産乳児の場合は出産予定日 : 年 月 日) 

母親・父親に 

ついて 

(選択事項) 

母親の 年齢：満 (  ) 歳 学歴： □ 大学院以上 □ 大卒 □ 大学中退 □ 高卒 □ 中卒以下 

父親の 年齢：満 (  ) 歳 学歴： □ 大学院以上 □ 大卒 □ 大学中退 □ 高卒 □ 中卒以下 

子どもの身体やその他の発達に問題があります

か？ 
□ いいえ □ はい (あるとしたら具体的な病名は？ ) 

** この質問紙は、満14～15ヶ月の子どものための質問紙です。子どもが対象月齢でない場合は、月齢にあった質問紙に

ご記入ください。 
 

✣ 各質問項目に対して、下記の4つのうち1つだけチェックしてください。 

もし、子どもが質問内容通りに行動できるか分からない場合は、行動を誘導してからお答えください。 
 

よくできる ③ まあまあできる ② あまりできない ① まったくできない ⓪ 

以下の質問について、「赤ちゃんができるかどうか」を評価してください。 

赤ちゃんが当該行動をできるけれども、様々な理由によってあまりしない場合： 

例) 赤ちゃんがハサミを充分に使えるほど手の機能が発達しているように見えるが、普段はハサミを与えていない。 

ブロック積みをすることはできるが、家にブロックがない、またはブロック遊びをあまり好んでいない。 

このような場合には、「できる」とみなしてください。 

 

 

粗大運動 
 

1 
家具や壁に手をつかずに、5秒以上 

一人で立っていられる。 
③ ② ① ⓪ 

 
5 一人で10歩歩ける。 ③ ② ① ⓪ 

2 片手だけつかまり伝い歩きする。 ③ ② ① ⓪ 
6 

立っている状態から何もつかまずにしゃ

がめる。 
③ ② ① ⓪ 

7 
フラフラしながら走る。(フラフラせずに

自然に走れる場合は、「よくできる」を 

チェックしてください。) 
③ ② ① ⓪ 

3 何もつかまずに一人で立ち上がる。 ③ ② ① ⓪ 

8 ソファーやテーブルの上に這い上がる。 ③ ② ① ⓪ 
4 

片方の手を支えてあげる

と数歩歩ける。(一人で歩

ける場合は、「よくできる」

をチェックしてください。) 
③ ② ① ⓪ 

 

韓国乳幼児発達スクリーニング検査(14～15ヶ月用) 



 

✣ 各質問項目に対して、下記の4つのうち1つだけチェックしてください。 

もし、子どもが質問内容通りに行動できるか分からない場合は、行動を誘導してからお答えください。 
 

よくできる ③ まあまあできる ② あまりできない ① まったくできない ⓪ 

 
 

微細運動 
 

1 コップの取っ手をつかめる。 ③ ② ① ⓪ 

 

5 

(色)鉛筆と紙をあげると、

線をあれこれ描いたり 

落書きをする。 
③ ② ① ⓪  

2 持っている物を落とさずに下に置ける。 ③ ② ① ⓪ 

6 

ブロックを2個以上積める。 

③ ② ① ⓪ 

3 
車輪がついたおもちゃをつかんで、

前方に転がすように押せる。 
③ ② ① ⓪ 

7 
本のページをめくれる。(一度に1枚ずつ

でなくてもよい。) 
③ ② ① ⓪ 

4 

(色)鉛筆の上部分をつか

む。 

(すでに(色)鉛筆の真ん中

部分や下部分をつかめる

場合は、「よくできる」をチ

ェックしてください。) 

③ ② ① ⓪ 
8 

コップに干しぶどうのような小さい物を

入れる動作を見せると、真似をして入

れる。 
③ ② ① ⓪ 

 

 

 
 

よくできる ③ まあまあできる ② あまりできない ① まったくできない ⓪ 

 
認知 

1 箱の中から物を取り出せる。  ③ ② ① ⓪ 

 

5 

赤ちゃんが見ている前で小さなおもちゃ

にコップをかぶせて隠すと、コップを取っ

ておもちゃを探し出せる。 
③ ② ① ⓪ 

6 

他の人の役割の真似をする。(例：母親

や父親がするように人形を抱っこやお

んぶしたり、ミルクをあげたりする。) 
③ ② ① ⓪ 

2 
大人が子どもの声を真似すると子ども

がまたその声を真似する。 

③ ② ① ⓪ 

7 
丸、四角、三角のような簡単な形の型

はめブロックを1つ以上はめられる。 ③ ② ① ⓪ 3 おもちゃのボタンを押して音を出せる。  ③ ② ① ⓪ 

4 
自分が好きな１つのおもちゃを持って3

～4分ほど遊んでいられる。 ③ ② ① ⓪ 8 

幼児に指示すると他の部屋から物を 

持ってくる。(例：横の部屋からおむつを

持ってくるよう指示すると、おむつを 

持ってくる。) 

③ ② ① ⓪ 



 

✣ 各質問項目に対して、下記の4つのうち1つだけチェックしてください。 

もし、子どもが質問内容通りに行動できるか分からない場合は、行動を誘導してからお答えください。 
 

よくできる ③ まあまあできる ② あまりできない ① まったくできない ⓪ 

 

言語 
 

1 

動作を見せずに言葉で『ちょうだい』、『お

いで』、『行こう』、『ご飯食べよう』と言う

と、2つ以上の言葉の意味を理解する。 

③ ② ① ⓪ 

 

5 

見える場所にボールを置いて『ボールど

こにあるの？』と尋ねるとボールのある

方を見る。 

③ ② ① ⓪ 

6 
『いいえ』などのイヤだという意味の言葉

を理解して使う。 
③ ② ① ⓪ 

2 
『いい(はい)』、『いや(いいえ)』を、首を縦

や横に振ったり体を揺らして表現する。 
③ ② ① ⓪ 

7 

普段から身近な物(電話、自動車、本な

ど)の絵を幼児に探させると指で差し示

す。 

③ ② ① ⓪ 
3 

『ママ』、『パパ』以外の単語を一つ以上

言える。(例：「水」「ミルク」(正確に言えな

くても良い)のように幼児が普段から口に

する意味の通った言葉) 

③ ② ① ⓪ 

4 
母親に『ママ』、父親に『パパ』と区別して

呼ぶ。 
③ ② ① ⓪ 8 

動物の名前を言われると、その動物の

絵または写真を探し出せる。 
③ ② ① ⓪ 

 

 

 社会性 

1 
大人を真似て『バイバイ』しながら 

手を振る。 
③ ② ① ⓪ 

 

5 
大人の助けが必要な時は助けを 

求める。 
③ ② ① ⓪ 

2 

大人の注目を引くための行動をする。

(例：大人が見ないふりをすると『かわい

いしぐさ』をする。) 

③ ② ① ⓪ 
6 大人に本を読んでほしいと本を渡す。 ③ ② ① ⓪ 

3 
幼児に『おもちゃちょうだい』と手を差し

出すと、おもちゃを渡そうとする。 
③ ② ① ⓪ 

7 大人が教えると親しい大人に挨拶する。 ③ ② ① ⓪ 

4 
他の人にある行動や物を見せたい時

に、その人を引っ張る。 
③ ② ① ⓪ 

8 
床拭き、電話、髪を梳かすなどの大人

の行動を真似する。 
③ ② ① ⓪ 

 

  追加質問 はい□1  いいえ□0  

1 

立ったり歩くときに、足の裏をうまくつけ

られず「いつも」爪先立ちをする。(たま

に爪先立ちをする場合は除く。) 

□1  □0  
 

3 

名前を呼んでもほとんど振り返らない。

(聴力に異常がある場合や、他のことに集

中しているため呼んでも振り返らない場

合は除く。) 

□1  □0  

2 

幼児が保護者とあまり目を合わさない。

(他のことに集中していて目を合わせな

い場合は除く。) 

□1  □0  
 

 



 

 
 
 

乳幼児氏名  (男・女) 作成日  年  月 日 

生年月日 年 月 日 (早産乳児の場合は出産予定日 : 年  月 日) 

保護者  □ 母    □ 父    □ 祖母    □ 祖父   □ その他( ) 

 

 結果の要約  
 

分類 

領域 
1 2 3 4 5 6 7 8 

 

総点 区切り点 

ア イ ウ 

粗大運動          10 22 24 

微細運動          15 20 24 

認知          14 19 24 

言語          10 17 24 

社会性          13 19 24 
 

 

 

 

 
 評価結果  

 

 

 

点数化 
 

 

 

 

 

 
 

 

作成日:   

評価者: 署名 

 追加質問                             □1 = はい □0 =いいえ 

 質問 1 (M) 2 (M) 3 (S) 

結果 □1  □0  □1  □0  □1  □0  

結果表(14～15ヶ月用) 

1. 点数化のための採点段階は、下記のとおりの4段階で構成されています。 

(よくできる＝3点、まあまあできる＝2点、あまりできない＝1点、まったくできない＝0点) 

2. 各領域の質問項目の点数を合計して総点を記録します。 

3. 総点に対する評価は、各領域で示す区切り点に基づき、下記の4つに評価されます。 

①詳しい検査を勧める ②追跡検査を勧める ③月齢相応 ④早い方 


